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本研究の目的は, 中学校の教科指導におけるICT活用 (以下, ICT授業活用) を推進する教員研修の構築に向けて,
ICT授業活用に対する教員の期待する学習効果を構造的に把握することである。 中学校各教科の教員 (有効回答者数1160
名) に対して質問紙調査を実施し, ICT授業活用に期待する学習効果について因子分析を行った。 その結果, 「学びの探
究的深化期待」 (「協働学習の深化期待」, 「個人内学習の深化期待」) , 「学習意欲の向上期待」, 「表現力の育成期待」 の3
因子 2 クラスタが抽出された。 また, それぞれの尺度平均値を求めたところ, 「学習意欲の向上期待」 が最も高く, 次に
「表現力の育成期待」 が続いた。 しかし, 「学びの探究的深化期待」 は必ずしも高くなく, 特に 「協働学習の深化期待」 の
平均値が最も低く なった。 これらの結果から, 中学校教員を対象と したICT授業活用に関する教員研修では, 期待感の
高い学習意欲の向上から導入した後, 表現力の育成や学びの探究的深化へと, 段階的に研修内容を構成するアプローチが
有効ではないかと考えられた。 
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1 . はじめに
本研究の目的は, 中学校の教科指導におけるICT活
用 (以下, ICT授業活用) を推進する教員研修の構築に
向けて, ICT授業活用に対する教員の期待する学習効果
を構造的に把握することである。




活用の具体として, 例えば, 教員が生徒の興味 ・ 関心を
高めること, 思考や理解を深めさせること, 生徒が情報
を収集したり, 分かりやすく説明したり, 効果的に表現









また, 文部科学省の 「教育の情報化ビジョ ン」 では, 授
業において従来型の黒板などを使った指導の効果を認め
ながらも, ICT をツールと して重要な技術ととらえ, 学
校種, 発達の段階, 教科, 具体的な活用目的や場面など
に対し, 十分に留意したうえで 「21世紀にふさわしい学
びと学校の創造」 の実現に向けた, ICT授業活用の指導
方法を発展 ・ 改善していく ことが示されている4)。 この
ように, 現在の学校現場では, ICT授業活用によって児
童 ・ 生徒の学びを深めていく ことが求められている。
しかし, 文部科学省の 「平成29年度学校における教育
の情報化の実態等に関する調査結果 (速報値) 」 におけ
る教員の ICT活用指導力の推移に目を向けると, 「教材
研究 ・ 指導の準備 ・ 評価などにICT を活用する能力」
「情報モラルなどを指導する能力」 「校務にICT を活用
する能力」 はいずれも80%以上の値を示しているのに対
し, ICT授業活用と関連が深い 「授業中にICT を活用し
て指導する能力」 や 「児童 ・ 生徒のICT活用を指導す
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で, 教育委員会や各学校現場で実施する教員研修は重要
な役割を担っている。 ICT授業活用に関する教員研修に
ついては, 次のよう な先行研究が見られる。 例えば, 木
原ら (2013) は, 英国の教員を対象に, 教員の ICT授
業活用に対する熱意に影響を及ぼす要因を検討してい
る6)。 その結果, 同じ ICT環境下にあっても, 教員間に
ICT授業活用に対する差異があることを指摘している。 









































た。 調査対象の教員の設定は, 各中学校10名とし, その
内訳は国語, 社会, 数学, 理科, 音楽, 美術, 保健体育, 
技術, 家庭, 英語の10教科, 計5,000名を対象とした。
2.2 調査内容
質問紙の質問項目として, 以下の設問を設定した。
(1 ) 回答教員の属性及び ICT授業活用の状況に関する
質問項目
まず, 回答教員の属性を把握するために, 担当教科
(国語, 社会, 数学, 理科, 音楽, 美術, 保健体育, 技
術, 家庭, 英語) を問う質問項日, ICT授業活用の状況
を把握するために, 授業において ICT を活用する頻度
を 「単元や場面を問わずいつも活用」, 「特定の単元や場
面に応じて活用」, 「活用していない」 の3 選択肢から一 
つを選択させる質問項目を設定した。
(2) ICT授業活用に期待する学習効果を把握する質問項目
次に, ICT授業活用に期待する学習効果 (以下, ICT 
学習効果期待) を把握するために, 「平成21年度 電子黒
板の活用により得られる学習効果等に関する調査研究報
告書」'°) , 及び 「教育分野におけるICT利活用推進のた
めの情報通信技術面に関するガイ ドライ ン(手引書) 
2012」'') において, ICT を活用した授業実践の学習効果
測定に使用された質問項目のうち, 教科共通の項目を選
出した。 具体的な質問項目は, ①ICT を活用することで, 
生徒が楽しく学習できること, ②ICT を活用することで, 
生徒が進んで授業に参加できること, ③ICT を活用する
ことで, 生徒が互いに協力して, 学習できること, ④
ICT を活用することで, 生徒が授業に集中して取り組め
ること, ⑤ICT を活用することで, 生徒が学習したこと
を 「もっと調べてみたい」 と思う こと, ⑥ICT を活用す
ることで, 生徒が自分にあった方法やスピードで学習を
進められること, ⑦ICT を活用することで, 生徒が学習
のめあて (課題) をしっかり とつかめること, ⑧ICT を
活用することで, 生徒が学習したことを 「これから自分
でもできそうだ」 と思うこと, ⑨ICT を活用することで, 
生徒が自分の考えを友達と比べて, 同じ点や違う点を見
つけられること, ⑩ ICT を活用することで, 生徒が, 本
時 (今日) の学習に満足できたと思うこと, ⑪ICT を活
用することで, 生徒が学んだ内容を 「これからの学習に
役立つ」 と思うこと, ⑫ICT を活用することで, 生徒が
じっ く り と考えて, 自分の考えを深められること, ⑮
ICT を活用することで, 生徒がグループ学習に進んで参
加できること, ⑭ICT を活用することで, 生徒が友達と
教え合えること, ⑮ICT を活用することで, 生徒が学習
した内容を覚えられること, ⑩ICT を活用することで, 
生徒が自分の考えや意見を分かりやすく伝えられること, 
@ICT を活用することで, 生徒が学習した内容を友達や
先生に正しく説明できること, 計17項目である。 回答は, 
「ICT を活用した場合の学習効果と しての適切さ」 の観
点から, 「4 : とても適切」 から 「1 : まったく適切で
ない」 までの4 件法とした。
2.3 分析の手続き
まず, 回答者の ICT授業活用の状況として, 「単元を
問わずいつも活用」 及び 「特定の単元や場面に応じて活






の因子数を対象に, 因子軸の回転を施した(カイザー ・ 
ガットマン基準)。 次に, 抽出された因子別に尺度平均
値を算出するとともに, 全体及び教科別で ICT活用群 ・ 
非活用群間の比較を行った。 
3 . 結果及び考察
表 1 有効回答者の担当教科の内訳及び ICT活用状況
ICT活用群 非活用群























































































































































全体 140 756 264 1 60 
3.1 調査対象者の状況
全体の回答のう ち, 回答に不備のあるものを削除し, 





析を行った結果, 最終解として3 因子が抽出された (表
2 , 3 )。 なお, 第 1 因子には17項目中12項日と多くの
項目が該当したため, 因子内の構造をより詳細に把握す
る目的で, ウオー ド法によるクラスタ分析を行った。 抽
出された各因子と各質問項目の関係性を以下に示す。 
表 3 因子間相関(学習効果期待) 
因子間相関 F2 F3 
Fl .55 .56 
F2 .34 
第 1 因子には, 「ICT を活用することで, 生徒がグルー
プ学習に進んで参加できること」, 「ICT を活用すること
で, 生徒がじっく りと考えて, 自分の考えを深められる
こと」 などの12項目が含まれた。 これらは, 生従同士の
相互作用も含め, ICTの活用によって, 探究的な学びが
深まる学習効果を期待する意識であると考えられる。 そ
こで, 本因子を 「学びの探究的深化期待」 因子と命名し
た。 第1 因子内の項目に対するウオー ド法によるクラス
タ分析の結果, 12項目が合併後距離0.39で2 クラスタに
分類された (図 1 )。
第 1 クラスタでは, 「ICT を活用することで, 生徒が
友達と教え合えること」, 「ICT を活用することで, 生徒
が自分の考えを友達と比べて, 同じ点や違う点を見つけ
られること」 などの3項目が含まれた。 これらは, 自分
の意見 ・ 考えを友達と比べたり, グループで学びを深め
ICT授業活用に対する中学校教員の期待する学習効果の意識構造
表 2 l CT授業活用に期待する学習効果の因子構造





























































































































































































F3 (2項目, α=.88)器器報灘常義器常こ常終t ,' .8 「◆一l .8 ICTを活用することで 生徒が学 した内容を友達や先生に正しく説明できること .11 04 .76 70 
111 
森 山 潤 圓 井 健 史 世 良 啓 太 黒 田 昌 克 小 倉 光 明
られたりする学習効果を期待する意識であると考えられ
る。 そこで, 本クラスタを 「協働学習の深化期待」 クラ
スタと命名した。 第2 クラスタでは, 「ICT を活用する
ことで, 生徒が学習したことを 「これから自分でもでき
そうだ」 と思うこと」, 「ICT を活用することで, 生徒が
学習の目当て (課題) をしっかりとつかめること」 など
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られる。 そこで, 本クラスタを 「個人内学習の深化期待」
クラスタと命名した。
第 2 因子では 「ICT を活用することで, 生徒が進んで
授業に参加できること」, 「ICT を活用することで, 生徒
が楽しく学習できること」 などの3 項目が含まれた。 こ
れらは, ICTの活用によって授業に対する生徒の意欲を
高め, 学びへの積極性を高める学習効果を期待する意識
であると考えられる。 そこで, 本因子を 「学習意欲の向
上期待」 因子と命名した。





で, 本因子を 「表現力の育成期待」 因子と命名した。
これらの結果から, 中学校では各教科の教員が ICT 
授業活用の学習効果を, 学びの探究的深化期待 (協働学
習の深化期待, 個人内学習の深化期待) , 学習意欲向上, 
表現力育成という3 つ ( 5 つ) の観点から捉え, 期待感
を形成していることが示唆された。
抽出された3 因子 2 クラスタの構成概念的妥当性を確
認するために, これらの内容を, 文部科学省の 「教育の
F l : 学びの探究的深化期待
F 2 : 学 習 意 欲 の向 上 期 待
F 3 : 表 現 力 の 育 成 期 待
F l : 学びの探究的深化期待
図 2 抽出された学習効果期待因子と文部科学省の示すl CT授業活用の要素との関連性
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情報化に関する手引」 及び 「教育の情報化ビジョン」 の
記述内容と照合した (図 2 )。 その結果, 「教育の情報化
に関する手引」 で述べられている 「教師によるICT活
用」 4形態, 「児童生徒によるICT活用」 4形態, 及び
「教育の情報化ビジョ ン」 の 「子どもたち一人一人の能
力や特性に応じた学びを構築していく とともに, 子供た
ち同士が教え合い学び合う協働的な学びを創造していく





因子分析後, 3 因子 2 クラスタ別に尺度平均値を算
出した。 その結果, 「学習意欲の向上期待」 因子3.42が
最も高く, 次いで 「表現力の育成期待」 因子3.07, 「学
びの探究的深化期待」 因子2.97 となった。 前述した通り, 
「学びの探究的深化期待」 因子には 「協働学習の深化期
待」 クラスタ及び 「個人内学習の深化期待」 クラスタが
内包されている。 そこでクラスタ別に平均値を求めたと
ころ, 「個人内学習の深化期待」 クラスタ3.00, 「協働学
習の深化期待」 クラスタ2.87 となった。 これらの結果か








3.4 全体及び教科別におけるICT 活用 ・ 非活用群間の
ICT学習効果期待の比較
全体及び教科別におけるICT活用 ・ 非活用群間の3 
因子 2 クラスタの平均値を比較した。 その結果, 理科に
おいて 「学びの探究的深化期待」 因子(ICT活用群
(2.84, 0.43) >非活用群 (2.56, 0.53) (t (,56)= 2.38, p< 
.05) , 「協働学習の深化期待」 クラスタ(ICT活用群
(2.73, 0.56) >非活用群 (2.38, 0.61) (t (,56)= 2.37, p< 
.05) , 「個人内学習の深化期待」 クラスタ(ICT活用群
(2.88, 0.45) >非活用群 (2.62, 0.52) (t (,56)= 2.11, p< 
.05) , 「表現力の育成期待」 因子(ICT活用群 (2.96, 
0.65) >非活用群 (2.44, 0.73) (t (,56)= 3.00, p< .01)の
2 因子 2 クラスタについて有意な差が認められた。 また, 
社会科において 「学習意欲の向上期待」 因子(ICT活用
群 (3.60, 0.39) >非活用群 (3.27, 0.45) (t (,27)= 3.66, p 







期待する学習効果の意識構造は3 因子 2 クラスタ(学び
の探究的深化 (協働学習の深化期待, 個人内学習の深化
期待) , 学習意欲向上, 表現力育成) という構造で形成
されていることが示された。 この構造は, 文部科学省の
示す ICT授業活用の方向性はよく一致していた。 しか
表 4 第 1 因子 「学びの探究的深化期待」 の平均値
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2.97 2.98 2.94 _
t (3g6 g, )w-1 .020.49 0.48 0.53 
* p < .05 w はwelchの t検定
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表 5 第 2 因子 「学習意欲の向上期待」 の平均値
_























































3.43 3.45 3.39 _












3.48 3.47 3.56 _
















t (3g4 lo)w= 2.660.49 0.47 0.53 ** 
* * p < .01 w はwelchのt検定
表6 第 3 因子 「表現力の育成期待」 の平均値









3.10 3.17 2.99 _
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3.05 3.04 3.09 _
t (7g) -0.230.63 0.65 0.54 
保健体育
??
3.10 3.08 3.14 _




















3.13 3.14 3.08 _
t (142) -0.470.68 0.65 0.78 
全体
?
3.07 3.09 2.99 _
t (38857)w-1 .950.68 0.66 0.75 
* * p < .01 1,v はwelchの t検定
し, 文部科学省が示す ICT授業活用の内容が全体と し



























広げていく よう に, 研修内容を組み立てていく アプロー
チが有効ではないかと考えられる。




対しては, ICT活用 ・ 非活用群との間に, 学習効果への
期待に差異が見られなかった。 このことから, 理科及び
社会科の教員は, 実際に ICT を授業で活用する経験を
持つことで, 学習効果への期待も高まりやすいと考えら




















することを試みた。 その結果, 本調査の条件下で, 以下
のことが示唆された。
1 ) 中学校各教科の教員が ICT授業活用に期待する学
習効果( ICT学習効果期待) について因子分析を行った
ところ, 「学びの探究的深化期待」(「協働学習の深化
期待」, 「個人内学習の深化期待」) , 「学習意欲の向上
期待」, 「表現力の育成期待」 の3 因子 2 クラスタが抽
出された。
2 ) ICT学習効果期待 3 因子 2 クラスタの尺度平均値を
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求めたところ, 「学習意欲の向上期待」 が最も高く,
次に 「表現力の育成期待」 が続いた。 しかし, 「学び
の探究的深化期待」 は必ずしも高く なく, 特に 「協働
学習の深化期待」 の平均値が最も低く なった。 抽出さ
れた ICT学習効果期待 3 因子 2 クラスタは, 文部科
学省の示す方向性とよく一致しており, 構成概念的妥
当性が確認された。 しかし, 文部科学省の示す ICT
授業活用の要素に比して教員はより大まかにその学習
効果を捉えている傾向が示された。
3 ) ICT学習効果期待 3 因子 2 クラスタの尺度平均値を
ICT活用 ・ 非活用群間で比較したところ, 理科・ 社会
の教員において群間の平均値に有意な差異が認められ
た。 具体的には, 理科の教員では, ICT活用群の 「学
びの探求的深化期待」 や 「表現力の育成期待」 の平均
値が非活用群より も有意に高く なった。 また, 社会の
教員では, ICT活用群の 「学習意欲の向上期待」 の平
均値が非活用群よりも有意に高く なった。 しかし, 他
の教科においては, ICT学習効果期待に ICT活用 ・ 非
活用群間に有意な差は認められなかった。
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